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る BrdU を投与後に一定期間を空けると、分裂周期の緩徐な細胞に BrdU が残存する。
さらに Ki-67 染色で陽性の細胞は細胞増殖能を有すると判断できるため、BrdU と
Ki-67 が共陽性となる細胞をスローサイクリング細胞として検出した。 
まず、BrdU 投与終了後の適正な待機期間を検討するためラット腹腔内に BrdU を
50 mg/kg/day で 7 日間連続投与し、投与 1 日後、5 日後、10 日後、15 日後に評価し
た。結果、投与 1 日後と 5 日後では声帯粘膜上皮、粘膜固有層、黄斑に BrdU 残留が
認められたが、10 日後、15 日後ではほぼ声帯粘膜上皮に BrdU 残留が集中していた。
声帯を主に構成する細胞の細胞周期から計算すると理論上 150－200 時間で BrdU が






胞が存在し、間葉系マーカーの Vimentin や内皮細胞マーカーの CD31 陽性細胞が相
対的に多く認められるなど周辺の粘膜上皮細胞とは異なる性状を示した。また、粘膜
固有層内に僅かに分布するスローサイクリング細胞は周囲の細胞と比較し線維芽細




























なお、本学位授与申請者は、平成 29年 1月 23日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。   
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